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大仁北小「学校評価アンケート」の結果について 

１．学校教育目標について                             

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 学校生活において友達と学び合ったり、助け合ったりすることができていると７月

よりも高評価をしていただきました。子どもたちの評価でも同様に９５％以上の子が

できていると回答していました。学校生活の中で、友達のよいところを見つけたり、

認め合ったり姿が見られるようでよかったです。  

「自分のよいところをわかっている」ことに、保護者の方が７１％、子供たちが８

１％という評価でした。多くの子は自分にはよいところがあると思っていますが、自

分のよさや自信がもてるような声かけ等の支援を続けていき、自己有用感を高めてい

けるようにしたいと思います。  

※青(よくあてはまる)と赤(ややあてはまる)の合計を「できる」とカウントしています。  
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２．授業や学ぶ様子について                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．生活の様子について                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習の基本である「聞くことができる」が８５％、「話すことができる」が５７

％という評価になりました。「聞く」ことよりも「話す」が低くなっています。Ｓ

ＮＳなどの普及で「人と直接話す」よりも「文字で話す」機会が多くなってきまし

た。ただ、「対面で話す・聞く」などのコミュニケーション能力は、今後の社会で

も重要な力となると思います。教師や友だちの話を聞く、話す機会を授業など取り

入れてはいますが、今後も聞く力、話す力が付くような指導をしていきたいと思い

ます。  

 授業がわかるという保護者の回答が７５％で、子供たちの回答が９６％でした。

子供たちの評価が高いのはよかったと思いますが、子供たちがご家庭で「授業がわ

かる」というように話せるような授業を目指していきたいと思います。  
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４．学校体制等について                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「気持ちのよいあいさつ」について「できる」が８０％という回答となっており

ます。ただ、「よくできる」は２３％、児童の評価でも「よくできる」は５９％と

なっています。あいさつはコミュニケーションの基本だとも言われています。「進

んで」「元気よく」あいさつができていると思われるように声かけなどをしていき

ますが、ご家庭でも声かけをしていただくとありがたいです。  

 また、「１０時前に寝ている」が８５％の評価でした。眠活チャレンジの結果で

もよい睡眠をしようという意識が高くなっていました。よい傾向だと思います。こ

れもご家庭での声かけの成果だと思います。ありがとうございます。「寝る子は育

つ」ということわざもあるように、成長のためには適度な睡眠（小学生だと 9 時間

以上）が必要だと言われています。今後も充分な睡眠がとれるよう、ご家庭でのお

声がけをお願いします。  
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 お子さんが「楽しく学校に通っている」と 9４％の保護者の方がだいたいそう思

っているという回答をいただきました。また、子供たちの回答もほぼ同様の結果

となりました。ただ、「よくあてはまる」が 6２％あまり、「あてはまらない」が

６％の方が回答しています。どの子にも「学校が楽しい」と思えるように楽しく

て居心地の良い、保護者にとって安心・安全な学校になるように努めていきたい

と思います。また、放課後学習や授業ボランティアなど保護者の皆様や地域の方

との連携についてもよい評価していただきました。今後もご協力のほどよろしく

お願いいたします。  

 今年度から Chrome ブック（タブレット）の持ち帰りやスクリレを使っての学

校便りなどの配信が始まりました。ただ、Chrome ブックでの予定の確認などが難

しいようです。ただ、Chrome ブックなどＩＣＴを使うことは今後も継続していく

と思います。ただ、どのような方法が子供たちにとってよいことなどかは考えて

いきたいと思います。  


